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第１8回年次大会のお知らせ

	拝啓　会員の皆様にはいかがお過ごしでしょうか。
経営行動科学学会（JAAS）の年次大会は今年で第18回を迎えることになりました。2015年11月14日（土）と15日（日）の両日、愛知大学名古屋キャンパスにおいて開催いたします。多くの会員の皆様にご参加いただければ幸いです。
今大会ではより充実した年次大会の実現を目指して、昨年に続いて発表申込みを学会ホームページ経由で行います。次に、各発表の質的向上を図るため、発表申込書の発表要旨欄を拡充するとともに、発表論文提出後に大会運営委員会にてスクリーニングを行い、一部の発表者の方々にフィードバックを行います。このため、例年よりも発表申込みおよび発表論文等の提出締切りが早くなっております。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
研究者、実務家、学生の枠を超えた活発なやり取りが充実した豊かな年次大会を創ります。どうぞ奮ってご参加、ご応募くださいますようお願い申し上げます。
敬具

2015年5月

経営行動科学学会第18回年次大会運営委員会

委員長　星野靖雄


1．会期・会場
（１）会期：2015年11月14日（土）・15日（日）
（２）会場：愛知大学名古屋キャンパス　　〒453-8777 愛知県名古屋市 中村区平池町４−６０−６
名古屋駅から徒歩約10分

会場へのアクセスについては以下のサイトでご確認ください。
　http://www.aichi-u.ac.jp/sasashima/access.html
2．発表資格
年次大会の発表資格は以下のとおりです。共同発表者も同様です。

●年次大会当日に経営行動科学学会の個人会員ないしは法人会員であるか、もしくは入会申込みを

済ませていること

かつ
●会員については、年次大会当日までに2015年度の年度会費を納入していること

ただし、シンポジウムについては、司会者が上記の要件を満たしていればその他の登壇者の資格は問いません。
3．発表種目
以下の発表種目について申込みを受け付けます。複数の発表を受け付けますので、奮ってお申し込みください。大学院生の方は「研究・事例発表」「大学院生セッション」のどちらにも応募することができます。それぞれのセッションの目的を踏まえて選択してください。

	種別
	内容
	時間
	提出物

	①研究・事例発表
	単独もしくは共同で実施した実証研究ならびに理論研究について口頭で報告するものです。この発表枠には、企業現場などで起きている実際の事例について詳細に発表する「事例発表」も含まれます。
	30分
（発表20分＋

質疑応答10分）
	1,600字× 6枚以内の発表論文

	②大学院生

セッション
	大学院生を中心に研究者としてのキャリアの途についた方が、自分の研究テーマやアイデアなどについて自由に発表するものです。今後の研究を進めるうえで、研究者としての先輩格に当たる方々から有益なアドバイスを得ることを重視したセッションです。
	30分
（発表20分＋

質疑応答10分）
	1,600字× 6枚以内の発表論文

	③公開レクチャー
	経営学、産業･組織心理学、産業社会学、労働経済学、統計学などの領域で注目されるテーマや中心的概念などについて講義形式で発表を行うものです。新しい発見や先端の研究紹介だけでなく、基礎的概念の包括的理解や論点の整理、研究の歴史的理解などについての発表も含まれます。
	80分

（講義60分＋
質疑応答20分）
	1,600字× 6枚以内の講義概要

	④シンポジウム
	共通の研究テーマや組織経営問題に関して、数人の報告者が基調報告や研究発表を順に行い、全発表が終了した後に指定討論者がまとめを行います。テーマの設定や司会者・発表者・指定討論者などの人選については、代表者が責任をもって確定してください。
	原則2時間
	1,600字× 6枚以内の発表概要


上記のほか大会運営委員会の企画として、基調講演、シンポジウム、懇親会等を予定しております。

4．大会までのスケジュールおよび発表申込み方法

今大会ではより充実した年次大会の実現を目指して、以下のように実施します。
（１）各発表の質的向上を図るため、研究発表等申込書の発表要旨欄の文字数を400字程度にするとともに、発表論文等提出後に大会運営委員会にてスクリーニングを行い、一部の発表者の方にフィードバックをお送りします。発表申込みの時点で発表論文のイメージを作っていただくとともに、研究発表のクオリティをより高めていただくことで、年次大会における研究発表の機会を一層有意義なものにしていただくことを目的としたものです。大会運営委員会からフィードバックを受け取られた方はフィードバック・コメントに対応のうえ発表論文を再提出していただくようお願いいたします。
（２）近年発表論文の提出期限や体裁が守られないケースが増えていることを踏まえて、昨年度から引き続き、発表論文の提出期限が守られない場合や、所定の体裁からの大幅な逸脱が見られる場合には、原則として取り下げ扱いとします。発表予定の皆様には、「原稿作成にあたっての留意事項（4ページ）」を参照して原稿を作成のうえ、期限までに提出いただくようお願いいたします。
年次大会までのスケジュールおよび発表の申込み手順は以下のとおりです。
	日付
	申込み手順

	7月18日（土）
	発表申込み締切り
	学会ホームページ【http://www.jaas.jpn.org/】の「第１８回年次大会研究発表等申込書」にて期限までに必要事項を記入のうえお申し込みください。

	8月22日（土）
	発表論文等の
原稿提出締切り
	発表論文（PDFファイル）については、期限までに代表者が大会運営委員会【jaas2015aichi@gmail.com】にE-mailでお送りください。その際、必ず「原稿作成にあたっての留意事項」を参照して作成してください。

	8月末ころ
	発表論文に対する
フィードバック
	大会運営委員会から発表論文に対してフィードバックがあった場合には、フィードバック・コメントに対応のうえ期限までに発表論文を再提出してください。

	9月30日（水）
	発表論文の再提出締切り

	10月17日（土）
	年次大会プログラム・参加費振込請求書(Invoice)のメイルでの送付

	10月31日（土）
	年次大会予約参加申込み（年次大会参加費振込み）期限

	11月14・15日（土・日）
	経営行動科学学会第18回年次大会


5．論文集の電子化とそれに伴う冊子体の扱い
昨年度の年次大会から論文集の電子化を導入し、参加者の皆様にたいへん好評でした。そこで今大会も引き続き論文集のデータが入ったUSBメモリを参加者全員に頒布いたします
。これとあわせて希望者の皆様には従来どおり紙媒体での論文集を追加料金にてお渡しする予定です。詳しくは10月上旬に郵送予定の大会プログラムにてご案内いたします。
6．大会運営委員会メンバーおよび年次大会についてのお問い合わせ先
委員長　　　星野靖雄（愛知大学大学院経営学研究科教授）
委員　　　江藤啓介（豊田通商生産部品第一部）
委　員　　　楓　森博 （岐阜女子大学准教授）

委員　　　金澤一英（大同大学講師、Lifco）
委員　　　杉本和夫（大同大学講師、杉本キャリア開発研究所）
委員　　　林　幹人（愛知学院大学経営学部准教授）
委　員　　　宮本文幸（資生堂本社企画室課長）

委　員　　　宗方比佐子（金城学院大学人間科学部教授）
委員　　　渡辺直登（慶応義塾大学大学院経営管理研究科教授）（委員は職位および五十音順）
大会に関するお問い合わせ先は以下のとおりです。
	〒461-8641  名古屋市東区筒井2-10-31　　愛知大学大学院経営学研究科
　　　　　　　  　　　　　　星野靖雄研究室内

経営行動科学学会第18回年次大会運営委員会事務局
E-mail: jaas2015aichi@gmail.com　　Fax: 052-937-8264


原稿作成にあたっての留意事項
以下の事項に留意して原稿を作成いただきますようお願いいたします。学会ホームページに発表論文の原稿テンプレートを掲載していますので、必要な方はダウンロードしてご利用ください。
	事項
	ご留意いただきたい内容

	用紙
	A4版縦長に使用し原稿を作成して下さい。

	形式
	パソコンを使用しPDFファイルに変換して下さい。手書きの原稿は受理できません。提出された原稿はそのまま印刷されますので、あらかじめ出来上りを確かめて下さい。

	レイアウト
	以下のレイアウトを参照して原稿を作成して下さい。すべてのページについて、上下に20mm、左右に20mmずつの余白を設定して下さい。ページ番号は印字しないで下さい。



	題目
	題目は、1頁目の1行目から2行目にかけて、明朝体もしくはそれに準じる書体で、大きめの文字（14ポイント程度）を使用し、行の中央の位置に記入して下さい。副題がある場合には、明朝体の見やすい大きさの文字を使用し、題目の次行の中央の位置に記入して下さい。

	氏名・所属
	氏名は、題目（もしくは副題）の下に1行分の空欄を設けてから、その下の行（題目・副題の2行下）に、明朝体もしくはそれに準じる書体で、標準の文字（10.5ないし10ポイント程度）を使用し、行の中央の位置に記入して下さい。所属は、氏名に続けて、氏名と同じ行にカッコでくくって、氏名と同じ書体で記入して下さい。シンポジウムの発表概要については、参加者氏名の前に、各参加者が担当する役割（司会者、基調報告者、発表者、指定討論者、パネリストなど）を明記して下さい。

	本文
	本文は、標準の文字（10.5ないし10ポイント程度）を使用して作成して下さい。ただし、1頁目の本文は、氏名・所属の下に1行分の空欄を設けてから書き始めて下さい。

	図・表・写真
	図、表、写真は原稿に直接挿入して下さい。
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